
 

2015 年 6 月吉日 

メディア関係者各位 

第 6 回アジア太平洋肝癌学会 

会長 工藤正俊 

近畿大学医学部消化器内科学 

第 6 回アジア太平洋肝癌学会 

『世界の肝癌制圧のための ILCA･APPLE 共同大阪宣言』 

を策定・発表予定 

 

場所：ハイアットリージェンシー大阪 宿泊棟 5階 金剛 A 

日時：2015 年 7 月 4 日（土）18：00～19：00 

内容：第 6回アジア太平洋肝癌学会（APPLE）が近畿大学医学部消化器内科学 主任教授 

 工藤正俊会長のもと、7月 3 日－5日大阪にて開催されます。 

 原発性肝がんは全世界で毎年約 70 万人の患者さんが亡くなられており、その死亡

者総数は肺がん・胃がんに次いで第 3 位であります。日本でもその死亡率（対 10

万人）は男性で 2 位、女性で 6 位であり、その制圧は重要な課題となっています。

また、世界の 70 万人の死亡者総数のうち約 80％がアジアの国から発生している事

も良く知られており、アジアにおける肝がんの制圧は喫緊の課題でもあります。一

方、欧米においても現在急速に肝がんは罹患率・死亡率ともに上昇の一途をたどっ

ており、世界的に大きな問題となっています。このことが 2007 年に「国際肝癌学

会(ILCA)」が設立された大きな理由であります。アジアの肝がん制圧に関しては日

本の果たす役割は極めて多大なものがありますが、これに加えて現在日本の優れた

治療成績（5 年生存率：日本 45%、欧米 11%、韓国 19%、台湾 20%、他のアジア諸国

5%以下）が近年欧米からも注目されており、国際肝がん学会でも日本の肝がん診療

を「successful model」として「日本に学べ」という風潮が出てきているところで

す。今回の学会でも国際肝がん学会の主要なメンバーが 17 名、アジア諸国から 50

名、アジアからの一般参加 200 名に日本人の肝がん専門医を加え約 600 名が参加予

定であります。その中で、国際肝がん学会理事長の Peter Galle 教授（ドイツ）と

アジア肝癌学会の理事長で、今回の学会長である工藤正俊が本学会の内容を踏まえ

たうえで対談を行い『世界の肝がん制圧のための 2015 年大阪宣言』を策定し、7

月 4日（土）に発表予定であります。 

 是非、多くのメディアの皆様の参加・取材をお願い致します。 

また7月 3日-5日の学術集会のどの日でもメディアの皆様には無料でご参加頂けま

 すので、宜しくお願い致します。 
 

学術集会 URL:http://www2.convention.co.jp/apple2015/index.html 
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